
 

【中学校１年生 理科】 

目標値 61.1％ 市平均正答率 60.7％  ＜６年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 

 

 ※ 目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

３ (３)① 生命・地球 はき出した息には水蒸気がふくまれていることを理解している。 

問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答（正答率 33.4%） 誤答（誤答率 64.0% 無解答率 2.6%） 

水蒸気（水） 
二酸化炭素  …52.4% 

上記以外の解答…11.6% 
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仙台市平均正答率 目標値

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果  ●：課題） 

①「物の燃え方」では，目標値を 12.5ポイント上回っている。 

②「電気の利用」では，目標値を 12.4ポイント上回っている。 

❶「動物のからだのはたらき」では，はき出した息には水蒸気が含まれていることを問う設問において，目

標値を 16.6ポイント下回っている。周りの空気とはき出した空気の違いを捉えることに課題がある。 

❷「月と太陽」では，三日月の位置から観察した時刻を推測することを問う設問において，目標値を 28.3ポ

イント下回っている。月の観察の経験の少なさと，観察者を中心としたときの月と太陽の位置関係と月の

形の見え方との関係の理解に課題がある。 

実験の①で，はき出した空気を入れる

と，ポリエチレンのふくろの内側が白く

くもりました。これは，人がはき出した

空気には何が多くふくまれているからで

すか。 

 

分析結果 

指導改善の方策 

〔実験〕 

① 図２のように，ポリエチレンのふくろを２つ用意し，１つには

吸った空気（まわりの空気）を入れ，もう１つにははき出した空

気を入れた。 



 

２ 指導改善に向けて 

 はき出した息には，水蒸気が含まれていることを理解させるために 

 この設問では，はき出した息には水蒸気が含まれていることを理解しているかどうか問われている。誤答分析

から，二酸化炭素と解答した割合が52.4%おり，はき出した空気は，周りの空気と比べると二酸化炭素の割合が

増えることは理解しているが，水蒸気を多く含むことについて理解が十分でないと考えられる。 

 指導に当たっては，酸素と二酸化炭素の割合の変化だけでなく，はき出した空気に水蒸気が多く含まれている

ことについても丁寧に指導する必要がある。授業の導入で，「周りの空気とはき出した空気の違いは何か」とい

うことを意識させてから，ポリエチレンの袋に集めた周りの空気とはき出した空気を比較させる体験活動を行い，

はき出した空気には水蒸気が多く含まれていることを実感的に捉えさせることが大切である。 

 

３ 改善事例 「動物のからだのはたらき」 

１ 指導のねらい 

  はき出した息には，水蒸気が含まれていることが分かる。 

 

２ 具体例 

（活動や指導） 

  

 

 

 

 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

６ （１） 生命・地球 三日月の位置から，観察した時刻がいつか推測できる。 

問題 

 ある日，渡さんが月を観察したところ，三日月が西の地平線の近くに見えました。 

図１は，そのときの観察カードです。あとの問いに答えなさい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 1 図 2 
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①周りの空気とはき出した空気をポリエチレンの袋に集めて比較観察させ，はき出した空気が白くくも

っていることに気付かせる。【息を４～５回はき出させる】（図１参照） 

②周りの空気とはき出した空気を集めたポリエチレンの袋に手を入れて湿り気を比較体験させ，はき出

した空気の方が早く湿っていることを体感させる。【一人一人に体験させる】（図２参照） 

(１) 図 1の(ア)には，渡さんが三日月を観察した時刻があ

てはまります。渡さんが月を観察した時刻は，何時ごろだ

と考えられますか。次の１～４から１つ選びなさい。 

 

１ 午前５時ごろ   ２ 午前１１時ごろ 

３ 午後５時ごろ   ４ 午後１１時ごろ 

観 察 
集めた空気の様子を観察 

 



 

正答（正答率 21.7%） 誤答（誤答率 77.4% 無解答率 0.9%） 

３ １…29.9%  ２…2.7%  ４…44.8% 

 

２ 指導改善に向けて 

三日月の位置から，観察した時刻が推測できるようにするために 

この設問では，三日月の位置から観察した時刻を推測することが求められている。誤答分析から，午前 11

時を選択した割合は約 3%であるのに対し，午前 5時を選択した割合が約 30%，午後 11時を選択した割合

は約 45%である。三日月などの月を観察した経験や観察者を中心としたときの月と太陽の位置関係と月の形

の見え方の関係の理解が十分でないと考えられる。 

 指導に当たっては，月の観察の経験を増やすために，単元の学習期間だけでなく，年間を通して十分に月

の観察をさせる必要がある。また，月の輝いている方向に太陽があることと，観察者を中心としたときの月

と太陽の位置関係と月の形の見え方の関係を理解させるために，昼間に見える月と太陽を関係付けて観察さ

せるととともに，分度器を使ったモデル実験や「月の形と動きかんさつばん」などの教材を活用して指導す

ることが考えられる。 

 

３ 改善事例 「月と太陽」 

１ 指導のねらい 

  月の見かけの形と位置から，観測時刻を推測することができる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜観察者を中心とした月と太陽の位置関係と月の形の見え方の関係を理解させる教材の工夫＞ 

○昼間に見える月の形を観察させるとき，月と太陽を指さし，腕と腕の間の角度を確認させる。

何日か観察させることで，月の形によって角度が変化し 

ていくことを捉えさせる（図１参照）。 

○分度器を使った月の満ち欠けモデルを活用することで，月の 

満ち欠けと月と太陽の角度の関係を捉えさせる（図２参照）。 

○「月の形と動きかんさつばん」を活用することで，月の観察や 

モデル実験で捉えた月の形と太陽と月の角度の関係を，実際に 

地上から見える形で捉え直させる（図３参照）。 

 

 

 

 

図２ 分度器を使った月の満ち欠けモデルの活用 図１ 昼間に見える月の観察 

図３ 「月の形と動きかんさつばん」の活用 

（宮城県版「光る星のかんさつばん」の裏面） 

 

 


